
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
株式会社日本政策投資銀行（社長：室伏稔、以下、「ＤＢＪ」という。）は、

このたび「バッテリースーパークラスターへの展開～電池とそのユーザー産業

の国際競争力向上へ向けて～」と題した調査レポートを作成いたしました。 
 
世界の蓄電池及び太陽電池産業は、今後の成長分野として市場規模の拡大が

期待されておりますが、世界各国で国をあげての戦略的な支援策が講じられて

おり、企業間の覇権争いもより一層激しさを増しています。 
 
当レポートは、最新の業界動向や関連企業へのヒアリング、また独自に実施

したアンケート調査により、電池産業における関西の優位性及び課題を具体的

に明らかにし、関西、ひいては日本の産学官が電池産業の競争力維持・強化に

向けていかに取り組んでいくべきかについて考察を行ったものです。 
  
資料をご希望の方は、同ウェブサイト「地域・海外レポート（関西）」

（ http://www.dbj.jp/investigate/area/kansai/index.html） に掲載しておりま

すので、ご参照ください。 
 
ＤＢＪは、企業理念「金融力で未来をデザインします～私たちは創造的金融

活動による課題解決で、お客様の信頼を築き、豊かな未来を、ともに実現して

いきます～」に基づき、地域のお役に立てる情報発信を積極的に行ってまいり

ます。 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

『バッテリースーパークラスターへの展開 

～電池とそのユーザー産業の国際競争力向上へ向けて～ 』を発行 
 

【お問い合わせ先】 

 

関西支店 企画調査課  電話番号 06-4706-6455 

 

 

2010 年５月 24 日

株式会社日本政策投資銀行

代表取締役社長 室伏 稔


